
議 会 報 告 会
１ 開 会

２ 議会報告

・平成29年度当初予算

・平成29年度の主な事業等

３ 質疑応答・意見交換

４ 閉 会

日時：平成29年11月７日（火）午後７時

場所：北相木５区集会所



平成２９年度 当初予算



一般会計・歳入

主な項目 内 容 H２９ H２８

市税 市民税、固定資産税など
２７０億円 ２６９億円

地方交付税 使途を特定しない国から交付されるお金

地方譲与税 国税として徴収され、一律的に地方に交付
１０９億円 １１８億円

国・県支出金等 使途を特定して国・県から交付されるお金

使用料、手数料
諸収入等

施設の使用料、証明書の発行手数料
貸付金の返還金、基金繰入金など

４２億円 ４７億円

地方債 市の借金 ５２億円 ６２億円

合 計 ４７３億円 ４９６億円



一般会計・歳出

主な項目 内 容 Ｈ２９ Ｈ２８

人件費 職員、議員の人件費 ６４億円 ６７億円

扶助費 生活保護、子育て支援医療費、手当等 ９０億円 ９０億円

一般行政経費 公共施設の維持、管理など １５８億円 １６７億円

投資的経費 道路・公園などの整備など ６１億円 ６９億円

繰出金 企業会計への操出 ２６億円 ２６億円

公債費 借金の返済 ７４億円 ７７億円

合 計 ４７３億円 ４９６億円

※Ｈ２９ ８つの特別会計と３つの企業会計の合計 ３６４億円



平成２９年度 主な事業



政務活動費の透明性の向上

今年度よりホームページで公開

（掲載内容）

・収支報告書

・項目別集計表

・支払調書

・計画書・報告書

領収書は情報公開請求が不要で閲覧可能

市役所６階の議会事務局にお越しください



市民の信頼に応えるまちづくり

◆ 議会へのタブレット型端末機の導入 （３７１万円）

・議会及び執行部にタブレット型端末機を整備・導入

・６月会議より運用開始

主な活用策

・会議資料の電子化

・広報広聴活動での活用

・災害時等における迅速な情報伝達

・スケジュール共有 など



「食」と「美容」の専門職大学の創設

（仮称）金沢専門職大学白山キャンパス創設補助事業

•開校時期 平成３１年４月

•場 所 横江町土地区画整理事業区域内（12,164㎡）

•市補助金 ３億円（Ｈ30年度から6,000万円を5年間）

【委員会での協議内容】

議 会

地域貢献の取り組みは。

執行部

特産品を使った商品開発のほか、不登校児の

サポートや子供向けの職業体験などを予定。

（仮称）金沢専門職大学イメージ



空き家対策の推進

空き家実態調査結果（平成２９年７月末現在）

・空き家数 ８６３戸（前年度比１５戸増）

※うち問題有は２０５戸（前年度比１戸増）

【委員会での協議内容】

議 会

所有者が撤去等をしない非常に

危険な空き家の対応は。

執行部

法的措置を進め、最終的には行政代執行もあり得る。



子どもたちを育む体制づくり

放課後児童クラブ施設整備事業

入所児童の増加にともない、新しい施設を整備、建設

Ｈ２９年度：第二蕪城おひさまクラブ、旭つばめ・キッズ

【委員会での協議内容】

議 会
児童が増えたクラブでは、分割して運営
しているところもある。クラブの分割と施設
建設を同時にできないか。

執行部
施設整備については、入所児童数の推
移を見ながら、慎重に進めていきたい。



【委員会での協議内容】

議 会
障害のある人が働くには、事業所が障害や
個人の特性を理解し、互いに尊重できるよう
な環境づくりが大切。市からも事業所等へ啓
発を。

執行部
就労における共生について、しっかりと取り
組みたい。

「共生のまち 白山市」をめざして

 共生のまちづくり条例の制定

障害の有無にかかわらず、安心して生活を送り、平等に社
会に参加する機会が保障されることにより、人格・個性が大切
にされる「共生のまち 白山市」をめざし制定。



【委員会での協議内容】

議 会
将来の夢を持っている児童・生徒の
割合を伸ばす努力が必要。

執行部
力を入れるよう職員へ伝え、努力していきたい。

確かな学力の形成と豊かな心の育成

小・中学生の生活習慣・学習習慣の調査結果

・１日３時間以上テレビ等を見る小学生の割合が多い。

→生活習慣の改善を促す取り組みが必要。

・週４回以上図書館・室へ行く小・中学生の割合が多い。

→読書習慣が定着しており、今後も推進する。



新たな観光・物産拠点の整備 ①

◆ 道の駅めぐみ白山の整備 （４億８，９３２万円）

・平成３０年春の開業に向け、地域振興棟などの建設を促進

【委員会での協議内容】

議 会

事業の進捗状況は。

執行部

建屋については１１月頃、外構

工事を含めて完成するのは、平成３０年３月を予定している。

また、渋滞対策として、７月から国道８号の小松方面からの

右折レーンを延長する工事を行っている。

「道の駅めぐみ白山 」現在の工事状況



新たな観光・物産拠点の整備 ②

◆ 道の駅めぐみ白山 管理運営事業 （２，３３１万円）

・株式会社めぐみ白山（第３セクター）の設立

・誘客戦略策定

【委員会での協議内容】

議 会

施設の運営形態は。

執行部

株式会社めぐみ白山が指定管理を受け運営する。施設全体

の管理やイベントの企画等を行う。レストランや直売所につい

ては、テナント方式で運営する。

道の駅めぐみ白山平面図（イメージ）



新たに特別委員会を設置

車両所活用による振興特別委員会

委員数

２０人（議長を除く全議員）

協議内容

白山総合車両所等活用による

・観光振興に関すること

・産業振興に関すること



ご清聴ありがとうございました。


